
前期課程 上越合同新人各種大会

１０月１日（水）に上越合同新人大会が下表のとおり開催されます。３年生が前期部活動を引退し
た後、２年生を中心にチーム作りに励んできました。新チームとして初めての中体連主催の公式試合
を迎えます。対戦相手を意識しながら試合をすることは当たり前のことですが、本当に勝負しなけれ
ばならない相手は自分自身にあると思います。仲間を信じ、試合終了まで力の限りがんばることを期
待しています。またマナーにおいても中等生としての自覚と誇りをもって大会に臨んでほしいと思い
ます。

前期課程 上越合同新人各種大会の会場と対戦相手 期日 10 月１日（水）

◇野球部 糸魚川美山球場 対 吉川中

◇サッカー部 新井総合公園 リーグ戦（柏崎翔洋中等、附属中）

◇バレーボール部 リージョンプラザ上越 対 吉川中

◇男子バスケット部 城西中学校 対 雄志中

◇女子バスケット部 城北中学校 対 柿崎中

◇男子テニス部 上越総合運動公園テニスコート リーグ戦（城東中、吉川中、新井中）

◇女子テニス部 上越総合運動公園テニスコート リーグ戦（大潟町中、附属中）

◇卓球部 上越総合体育館 男子個人戦
女子リーグ戦・個人戦
（八千浦中、潮陵中、城東中、城西中）

◇剣道部 浦川原体育館 リーグ戦・個人戦

◇器械体操 大潟体操アリーナ 個人戦

来週の主な予定
２９日(月) ・後期課程期末考査 ・３学年ＰＴＡ役員会
３０日(火) ・後期課程期末考査 ・ＰＴＡ環境整備部打合会

１０月１日(水) ・後期課程期末考査
・前期課程上越合同新人各種大会（１，２年は午前放課、給食なし）
・カウンセラー来校日

２日(木) ・前期課程芸術鑑賞教室 ・後期課程薬物乱用防止教室
・１学年ＰＴＡ役員会 ・前期課程フッ化物洗口

４日(土) ・４学年スタディサポート ・４学年海外研修説明会（14:00 ～）
・５学年駿台全国模試（希望者）

○ ジャズ公演のお知らせ

前期課程の保護者の皆様には、既にご案内済みですが、以下のコンサートを開催します。

後期課程の保護者の皆様も参加可能ですので、希望される方は、以下にご連絡ください。

「主催」 上越文化会館・本校 上越文化会館のアウトリーチ（芸術普及事業）

「日時」１０月２日（木） １３：４５開場 １４：００開演 １５：００終演予定

「ところ」 本校大体育館 「参加費」 お一人１００円

「出演者」 鈴木良雄（ベース） 増尾好秋（ギター） 井上信平（フルート）

「お申し込み先」 本校担当：伊藤薫教諭 ℡ 543-2328 期限：９月 30 日（火）
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成26年度全国学力・学習状況調査（３年生対象）の結果について

県立直江津中等教育学校

本校の命題である学力向上を図るため、以下のことに重点的に取り組んでいます。

・生徒の学力や学習状況を分析しその結果に基づいての指導

学力推移調査などを活用し、定期的に生徒の学力及び学習状況について分析し、教育指導

の充実や学習状況の改善等に役立てています。とりわけ中等教育学校の特長を生かし、６年

間のスパンを見据えた指導を展開しています。

・授業研究及び研修による授業力向上

各教科部ごとに、公開授業を実施し授業技術を磨くとともに、全国各地で実施される研修

会に積極的に参加し、最新情報を授業に反映できるように工夫しています。

・生徒による授業評価に基づいた授業力向上

教員一人一人の授業力の向上に資するため、生徒による各授業の評価を実施しています。

先日、標記の調査結果が返却されました。本校の標記の調査結果とその分析と対策は以下のとおり

です。全体的には概ね良好ですが、国語と数学ともＢ問題（主に活用の問題）の正答率が低く課題が

残りました。

標記の調査目的は、学習状況を把握・分析し、生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立

てるものです。本校では、上で述べたとおり生徒の学力・学習状況の分析→今後の方針や対策→教育

指導の充実や学習状況の改善→評価のサイクルで更なる学力向上を図っていきます。大学入試等では、

活用力を問う問題が多く出題されますので、今後活用力を育成するよう、教科指導を更に充実させて

いきます。

問題の特色 設問数 平均正答率本校 新潟県（公立） 全国（公立）

国語Ａ 主として知識 32 93.6 79.5 79.4

国語Ｂ 主として活用 ９ 76.6 50.3 51.0

数学Ａ 主として知識 36 90.3 67.9 67.4

数学Ｂ 主として活用 15 84.0 59.8 59.8

※中等教育学校である本校は、学習進度が中学校と異なるため単純な比較はできませんので、

ご留意ください。

【国語問題の分析と今後の対策】

Ａ・Ｂともに全国平均を大幅に上回るが、国語Ａでは「話すこと・聞くこと」の領域が他に比

べて落ち込んでいる。国語Ｂで正答率が低い部分の共通点は、出題の意図からすると、資料から

必要な情報を読み取り活用することである。いずれにしても、相手に自分の意図を伝えるにはど

うするか、相手の意図を汲み取るために何に注意すべきかという点で弱いといえる。普段の学習

の中では、キーセンテンスをつかむということがまだまだ不得手であることと関連があるものと

思われる。

今後は基礎知識の更なる定着を図りながらも、授業でも筆者の伝えたいことは何か、繰り返し

つかむ練習をしていく。

【数学問題の分析と今後の対策】

Ａ・Ｂともに全国平均を大幅に上回り、普段の学習の成果が出ている。しかし、Ｂが９０％

に達しておらず、活用力の育成が課題である。また、分野別では「資料と活用」・「関数」の正

答率が低く、問題形式別では記述式の正答率が低い結果であった。

今後は正答率の低い分野の復習をしっかりと行い、後期課程でも苦手意識をもつ関数分野に

ついては既習事項の復習をしながら丁寧に授業を進めていく。また、なぜそうなるのかをきち

んと考え、文章で表現し、発表するなど、数学の授業でも言語活動を更に充実させていく。


